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【年通号数】公開・登録公報2014-045
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【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｂ  39/28     (2006.01)
   Ｆ１６Ｂ  35/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  35/07     (2006.01)
   Ｆ１６Ｃ  19/06     (2006.01)
   Ｂ６２Ｄ   3/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｂ   39/28     　　　Ａ
   Ｆ１６Ｂ   35/04     　　　Ｍ
   Ｆ１６Ｂ   35/04     　　　Ｌ
   Ｆ１６Ｃ   35/07     　　　　
   Ｆ１６Ｃ   19/06     　　　　
   Ｂ６２Ｄ    3/12     ５０７　

【手続補正書】
【提出日】平成27年7月6日(2015.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユニットのハウジング内（２）への固定のための装置、特には、自動車のステアリング
ギヤのピニオン（１）の位置決め軸受（３）の固定のための装置であって、
　当該装置は、ハウジング（２）の孔（２ａ）内に挿入される固定要素を有し、
　前記固定要素（５）は、少なくとも１つのラチェットレバー（９）が設けられていて、
前記少なくとも１つのラチェットレバー（９）は、当該ラチェットレバーの自由端上に配
置されたラッチ突部（１２）によって、ハウジング（２）の孔（２ａ）内の歯付き形状部
（１３）の歯のギャップ（１４）にラッチするか、
　または、少なくとも１つのラチェットレバーが、ラッチ突部を有していて、孔（２ａ）
内に配置されていて、当該ラッチ突部が固定要素（５）の歯付き形状部の歯のギャップに
ラッチする
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記固定要素（５）は、外側ネジ部（８）によってハウジング（２）の孔（２ａ）の内
側ネジ部に接続される固定ネジとして実現されており、
　当該固定ネジには、その周上に分布配置されたラチェットレバー（９）が設けられてお
り、
　前記ラチェットレバー（９）は、各々、当該ラチェットレバーの自由端上に配置された
ラッチ突部（１２）によって、ハウジング（２）の歯付き形状部（１３）の歯のギャップ
（１４）にラッチする
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ことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記固定ネジ（５）は、中空ネジとして実現されている
ことを特徴とする請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　少なくとも４つのラチェットレバー（９）が、前記固定ネジ（５）の全周に亘って分布
配置されている
ことを特徴とする請求項２または３に記載の装置。
【請求項５】
　前記ラチェットレバー（９）は、前記固定ネジ（５）の全周に亘って、非対称の角度ピ
ッチで分布配置されている
ことを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　ハウジング（２）の歯付き形状部（１３）の角度ピッチ（１７）は、ラチェットレバー
（９）の角度ピッチ（１６）と比較して、明らかに小さい角度ピッチで実現されている
ことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記固定要素（５）には、幾つかの径方向に伸びるリブ形状のキャリヤ部（７）が設け
られている
ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　前記固定要素（５）は、プラスチック材料体として実現されている、特には繊維補強さ
れた熱可塑性材料体で、射出成形部品または多成分部品として製造されている
ことを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　熱可塑性材料体内の繊維アライメントは、より大きな膨張の方向に伸びている
ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記プラスチック材料体には、中央射出点（１９）が設けられている
ことを特徴とする請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ラチェットレバー（９）のラッチ突部（１２）は、各々、ハウジング（２）の当接
面（１５）上に支持されている
ことを特徴とする請求項１乃至１０のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記固定ネジ（５）の外側ネジ部（８）は、メートル角度ネジ部として実現されている
ことを特徴とする請求項２乃至１１のいずれかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記固定ネジ（５）の外側ネジ部（８）は、円錐ネジ部として実現されている
ことを特徴とする請求項２乃至１１のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記プラスチック材料体は、多成分射出成形部品として実現されており、
　シールリング（６）が、射出成形工程でプラスチック材料体に対してソフト材料として
固定的に結合される
ことを特徴とする請求項８に記載の装置。
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